
災害多発時代に発想の転換を 

 

 『ジャーナリスト』「月間マスコミ評・新聞」に寄稿して 18 年になる。私にとって

貴重な発信の場であり、できれば継続していきたい。2006年 10月から 14年 6月まで

は『災後の新聞―現実化する危機を前に』に収録したので、続編も刊行したいものだ。 

原稿は 14日にレポートしたが、2024年 1月号が届いたので、もう一度紹介したい。 

                               (2024年2月1日) 

 


